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【主な研究成果】
本共同研究では、歯科インプラントへの応用を目的として、アルカリ熱水処理（AWT）と窒素ドープ処理を組み合わせたチタン表面改質法を検討した。AWT処理により形成された高親水性表面に対し、アンモニア雰囲気下で窒素ドープ処理を行うことで、Ti–NおよびTi–O–N由来の化学結合形成が確認され、表面化学状態の変化が認められた。さらに、窒素ドープ時間の違いが濡れ性および抗菌性に影響を及ぼすことを明らかにした。特に3時間処理条件では、可視光下において大腸菌に対する優れた抗菌性を示しながら、MC3T3-E1骨芽細胞に対して良好な細胞生存性および増殖性を維持した。これらの結果より、骨伝導性と抗菌性の両立に有効な表面改質条件に関する基礎的知見を得た。
【今後の展望】
今後は、窒素ドープ条件と酸化皮膜構造との関係をさらに詳細に解析するとともに、XPSや電気化学測定を用いた酸化皮膜特性評価を進める予定である。また、可視光応答性抗菌機構および骨芽細胞分化への影響を総合的に評価し、歯科インプラントへの応用可能性を検討する。
【具体的な成果】
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